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Hypercapnia における脳内 Compartmentalized diŠusion signal
の挙動［大会長賞記録］
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背景および目的

我々はこれまで，水拡散に基づく 3 コン

パートメントモデルを用いて fMRI の信号源評

価を行ってきた．この研究では，血管内（IV),

fast-diŠusion phase (FDP), slow-diŠusion phase

(SDP）の 3 フェーズそれぞれから異なる信号

変化が得られ，特に細胞近傍の水の状態を反映

する SDP の信号変化が注目されている．今回

我々は，Hypercapnia 負荷による拡散強調

fMRI をコンパートメント解析し，視覚刺激時

の変化と比較することによって，SDP 信号変

化のメカニズムを探索した．

方 法

健常ボランティア 6 名を対象に，3T GE 社

製 EXCITE HD を用いて研究を行った（TR/

TE＝1000/71.2 s, 3.75×3.75×4 mm pixels）．

b-factor＝0, 200, 1400 s/mm2 に設定し，4

CO2負荷を行った（負荷 60 s, rest 120 s, 2 cy-

cles）．比較のためにチェッカーボード視覚提

示による block design のアクティべーション

（activation 30 s, rest 90 s, 4 cycles）も行った．

得られた信号を，拡散係数の違いから IV,

FDP, SDP の 3 通りに分離し，それぞれの

フェーズでの信号変化を求めた．

結 果

Hypercapnia 時の拡散 fMRI 信号変化は，b

＝0 で比較的大きく，b＝200, 1400 では類似し

ていた．これに対し，視覚刺激時は b＝200 の

信号変化が著しく減少したが，一方 b＝1400

では b＝0 時に近い信号変化となった．3 コン

パートメント解析では，Hypercapnia 時には

FDP 優位に信号変化が起こっているが，視覚

刺激時には，IV, SDP 優位の信号変化となっ

ていた．

総 括

従来 Hypercapnia 時は血流は増加するが，

神経賦活は起こりにくいと考えられている．

Hypercapnia 負荷時に対し，神経活動が増加す

る視覚刺激時において SDP の信号変化が大き

かったことは，SDP の変化が血流より神経活

動を強く反映していることを示唆している．


